
FXⅡ→DWG/DXF(縮尺自動補正する)に変換した場合 

 

 

1. FXⅡダイレクトコンバータ（ファイル-開くから直接 DXF を開く方法）及び FXⅡコンバータのパラメータ設

定を確認して下さい。 

 

パラメータファイル設定ダイアログが表示されます。 

 

現在使用中のパラメータを変換設定で確認します。 

 

指定ボタンを押すことで、現在使

用しているパラメータが選択状態

で確認できます 



変換パラメータが確認できましたら、キャンセルボタンで変換設定から抜けてください。 

指定ボタンをクリックし、パラメータファイルを選択し、開いてください。 

 

開くと、9 つの下の設定ボタンが押せる状態となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標をクリックします 



［FXⅡ→AutoCAD］タブを開きます。 

 
OK ボタンで保存して、ダイアログを閉じていきます。 

 

2. FXⅡ→DXF/DWG 変換します。 

3. DXF/DWG→FXⅡで開きます。 

4. 寸法線は FXⅡで書き出しまま、読み込まれますが、DXF 保存したときにレイヤは縮尺 1/1 以外の場合、

座標補正され、5/1 の場合、形状は 5 倍されます。 

 

《結論》 

FXⅡ→DXF/DWG 変換する場合、座標設定のレイヤ縮尺で座標補正のチェックを外して使用することをお奨

めいたします。 

5/1 縮尺で作成されていましたら、1/1 で変換されます。 

但し、図面枠レイヤが 1/1 で作図レイヤが 5/1 の場合、DXF/DWG データを開きますと、全てのレイヤが 1/1

となりますので、形状が図面よりはみ出してしまします。 

チェックが入っている 


